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の面でもより大きい自由度を与えられている様にみえますが.すべてはこれか

らの函究の発展で形づくられて行くことだと思い′ます｡-幸い多数のすぐれた方

が近くにおられますので.大いに利用させていただこう と思っています｡

(金 森 煩 次郎 記)

伊 達 研 究 室

昨年の春､住みなれた中之島の旧会から商売道具をとりまとめ､日通のお七

さん連と汗だくで石痛の新キャ ンパスに待望の移転を完了した時期と相前後し

て..伝統ある伊藤研は基礎工学部に移り.その分蜂として我々の研究室が発足

しました｡カラつゆ気味なが らむせ返る大阪の6月末.うず高いコンテナ-め

山 ,マグネッ トをレールgC乗せるぺく声をか打合う重量運搬掛りの姿などが新

しい華での試合開始をつげるゴングの如きものでした｡

:そこで我々は第 1ラクソ Fを如何に飛び出すかとa)問題に直面Lやわ行ですo

Lかし､少し落着いて考えてみると物理における第 1ラウ ン ドといってもそ

れは何かの試合のように3分間などと限られたものではないO目の前に見える

面白そうな事を断片的に追いかけてもそれは決して大きな流れに生長しないで

あろうoLたがって事をなすに当ってまづ充分考えねばならないのはやはり研

究の姿勢が第 王だと言うことlKなるでしょう｡ そこで一夏あれこれ考えて.こ

れからの理学部における物性の 1研究室をどうすべきか紅ついてつぎのよう凍

結論を出しました｡

二言でいえば.まず底辺を作ろう｡Lそして夢半分の研究室にしようo i-tいう

ことです｡具体的に言えば底辺とは.日本に串ける研究 ･~とくに実験研究上a)

環境を充分注視すれば明かなことですが.予算配分における官僚性 ,実験技術

の育成に対する不毛性が野性味あふるる意欲的な実験を大きくそくぼくしてい

る.=とから.少くとも私自動 潜在意識における-ぁきらめ感 ,俗に言えば箕す

りや鈍すとなって毎日無意諒的な凡俗実験をくり｢返す ことK'なる｡少し手前勝

手な点もありますがまあこう考えていますoそこでこれを打破するにはいたづ
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らに官僚性rLたてついてもしょうがないとすれば､残るは一つ,.実験屋は技術

を大切にLlまたは大切にする風土をやしなうことに全力を尽すべきであると

思いますOただ誤解をまねきたくないのは.技碑の内容で..単転どこかの工場

に行けは修理できるというのであれば全(無意味で.そこはやはり判断力の問

題にな りますが.Physicsの展開の導火線になると思われる たとえ今すぐ

はつまらぬ事と見られても自分でこれは大切そうだと思ったいくつかのポイン

トをマスターすることが大切だと思っていますO理論屋としたらたとえば

キュームラント展開とかグジ-ソ関数とかそれ自身物理ではないが技術として

役にたつ､といったものでしょうo具体的に我々が行っている努力は玉SRに

関するものについては.たとえばつぎの阜うなも~のですO

(a)マイクロ波の周波数レンデを少しでも..1メガサイクルでもよいから広げ

る方法｡

(b)-つの空洞共振器にかなりの Qで一つでもよけいに同時に異った振動数め

電磁場を立てる方法｡

(C)試料を液体-タクム車で ミグ波空洞共振器中の全 く任意の方向にセットす
I

るクこは? '

(a_)これは大在事なのですがEaRにおける理論的最終感度といわれている

王010箇スピンを新しい方式 ,たとえばメーザー等の利用によってどこまで感

度をあげ得るか?

以上､はなはだ散漫で言うなれば物理学不在 ,物理の研究に直接には無意味

なようですが.ある構想の下ではこのような事を解決して行 くこ･とが研究を成

功させる第一要田となるのだということを納得するまでやりとげることを.特

にマスタ-コースの連中は要求されていますo最近かなり成果をあげはじめた

パル_ス磁場磁気共鳴もこのようにして成功した列だと思っています｡磁場を作

るめにともか(一番安(作れというテーマーをまずケ ミコンでエネルギ-を蓄

えることにしましたが.当時国内はおろか,どこでもあぶなつかしいケ ミコン

は使っていませんでしたO 今は日立中研におりますが中谷正男君 ,つづいて現

DC2年の本河光博君がこれを作 りあ玖 つぎにともかく世界で一番ユニフォ

ームなパJL/ス磁場を作れ､磁場は少々侮(てもよいとの合言葉で∴さて装置が

出来てみると NiCも6主な)の反強磁性共鳴を習作としてCllCIz2H20の TaPid
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passageによる発凝賓象 ,OoCあ 2HiOの doublespin flopと共鳴.本

誌別額のようなFeC.ち 中の不純物 Fe#i2)新しい型の共鳴とバクバタと仕事が

できるOまあこのようLに進んで行くのが一つの典型的スタイルです｡NiC1.2

6H20を除いてはいづれも予期したこととは全 く別の成果を得た'のですがむし

ろそうあってしかるべきで､予期され▲た通りの実験であればそんなことをくり

返している内に小ぎかしき小人になってしまうことでしょうo

Lかし､ここで我々は大いに反省しな七､といけない.山に入って山を見ず､

となるなということです｡テクニカJL,な点を強頚しながら進む場合にはなおの

こと常に視野をひろめる必要があるO つまりCoC122三五〇がなんだ､FeC鮎と

いつたってタカA..lLれてるじゃないか !と常に思うこと.そして事Physics

の問題であるならばなんでもすなおに開き､考える努力をするOそして出来る

と思ったことは恐れずに実行に移す.ことを常日頃から動錬するとこだと考えて

いますO

ここではじめに述べたq夢半分 "の内容を謎明しますと.よく.歩を持て !

などと言い時QC実はその事 自体空虚やな/びびきで実体のないも瓜 であることをか

みしめれば夢をもっことは非常にむづかしいOそこで我 /々は少々おかしな言い

方ですが,夢とイ£むしろサディスティックな基盤の上に五つとの見解をとって

いますOつまり∴昼間きびLi身をさいなんで働 くから夢を見得るのだというこ

とですO夢とは単なるrelaxaもionでは-ない｡もっともきびしいものだとい

うわけですOそこでう~もの研究室紅お狩る期待答れる｣人間像としてほ.まず平

凡な実験技術の開発粧湧∵をいとわないo沌発は個性あ各感気共鳴装置を中心と

するCI主で特徴を出そう｡少々かたよったスぺシャ}t/でもよいから世界一のも

を作れOそして予断をもたずにまづ実験をやれO結果が出たち理笹屋にあまえ

ることなく自分で計算できるところまで考え込め｡そして池だらけの実験衣の

内で､まず手近な所.磁性の問題で自分のテーマについてのはっきりとしたイ

メ～iyを作ること､そしてそれは勉め分野とどんな関係忙あるか.はては宇宙

の進化紅まで憩を致せO となるわけですOもつとも私目数 とうてい理想に

は及びもつかぬ小人ですが自らの不明を恥じてじっとしているよりは共に努力

をしようと言ってこのような姿勢をとることが好ましJ､ことであるように感じ
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･ます｡

ここで喪在の研究室_のメンバーと仕事を細介します.

･-田沢 修一 助手 J34年東北大卒

.帯磁率と トルク測定コーナーの主O典型的なmagneもielinearchain

構造をもつCu-BenBOateの解析が終った所で.日下若手のメタルをねらっ

ています｡外見はおとなしヤ､が根性充分 ,時々奇妙な車を思いつくO

永田 ～清 助手 40年阪大DC卒

永富研紅いたことがあり.理論a)理解力は相当なものO 反強磁性共鳴実験の

研究室の中心人物oAFMRliDemid地 ,Crossover効果などもっぱ

らTelaxaもion旺重心が移行中0

番福 仁 ijC3年

ESRのeXもernals七re畠B効果で5,a.丑の変舷.さらにhyperfine

常数の変他を見出したが.日下その解析と.より精密な.物怪らしいSもress

研究の展開をねらって時計工場のテクニックを嘩人中0

本河 光博 DC2年

パルス滋場磁気共鳴の第 工人者.別項のようなFe皿 2中 F㌔十の共鳴が最新

作｡仕事が早く正確でエレク トロニックスに強いC

山路比登志 DC2年

落着いたしぶい仕事ぶりに定評あり｡C71乱 22挽0の反強磁性共鳴のSatu-

rationを見出して徹底的に洗っているO 自分にきびしいので信瀬がおけるO

奥田 善一 DC1年 (神戸大卒) ･LF-:I

ぼんぼん育ちとひやかされるが.どうして仲々タフ｡ 実験は筋が長く,はっ

ておいても一人でVO2なぜ処理してみせる｡

亨奥田.高士 DCl.年

上記奥田善一君と痔逆で力戦派,TiCh不純物の磁性を綿密に調べている｡

_耗数が尽きたので.MC･以下をまとめて栢介すると.MC2年に勝又 ,森の

2名､IvfCl年に今田,池部 .堀の3名.研究.至に滝浪君｡テーマは強磁性金

属の fきTTOmagnetie relaxation,､反強磁性のDo71bleortriple

TeSOnanCe,パルス磁場NMR ,Par坤 gn学もiGTelax早もion.Earth

Potenもial測定など色々です｡また我々は常々公表するにははづかしいデー
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マをかかえこむことを一つの目標としていますo くだらぬ計画が 1000あっ

てもよいoその中ゐ ェっでも意外な結果を示せば充分という考え方です｡

申しお くれましたO我々グループのフォ-マルな研究課題はも義気及び磁気

共鳴 "ですo少し雑然としているのではないかと言われるかもしれません｡

その通 りなのですがある時期まで雑然さのままで進んで行きたいと思っていま

す｡

◆

川 村 研 究 室

(伊 達 宗 行 記)

(教 授)川 坪 肇 一
(助老建釘大 嶺 エイ三 '

(助 手)邑 敏 和 生,高 野 燈

(研 補)石 田 修 ～

(D.C.2)永

当研究グJi,-プは昭和 37年頃か らポッポッ形成されかけたのですが.当初

iま人員 ,設備も揃わず.設営には専ら大塚と永田が川村 (当時物性研)､と相

談しつつ当りまALた0-38年度には邑瀬が加わり.この頃には半導体のサイク

ロ トロン共鳴の実験かそろそろ出右横になっていましたO今年私 学部学生実

験の面倒をみる研稀の石田が.義啓に支障を来たさぬ範囲で当グループの研究

に参加する事になり､Ha11係数の測定その他の基礎実験の恵固め-も由来漸く

小さいながらも研究グループの形を保ち得る串うになりましたが. 40年度に

は東に川村が物性研より着任∴東北大壷研よ▲り高野を加えて..研究グループと

しては大 きく強権されました｡現在D.C.学生として留っていぬは永田一人で

すが.一研究グループとしての将来性も極めて明るくなったので.今後次第に人

数を殖やしてゆく計画ですO尚現在姐.C.学生をよ三名お りますO

次に研究内容ですが.38年ま頃から大塚が中心となつで行ってきたサイク

ロトロン共鳴の~実験は･同期街中.物如 拙僻 研究室で行われてきた一連の研

究と互いに相掃うものでこ稀にはca･riiliotする絵異が出た りして. お互いに
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